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1. はじめに
シカの摂食や樹皮剥離などの行動によって樹木は損傷する。シカが高密度で生育した森林では下層植生の群集構造や樹木の更新様式の変化が生じる(Rooney & Walter 2003; Ito & Hino 2005; Kumar & Shibata 2007)。シカの植生への影響は地域により多様である。
　日本の冷温帯林において、ササはニホンジカの主要な餌となっている(Takatsuki 1983)。ササは林床への光の到達を抑制し、しばしば実生の更新を妨げる (Nakashizuka 1987,)。シカがササを摂食すると、ササの高さやバイオマスが減少するため、実生の更新が促進されるという報告があるが(Yokoyama & Shibata 1998)、その結果は様々である。また、これらの研究はシカの個体群密度が大きく、ササが減少した森林での報告のみで、その逆の森林での報告はない。
　そこで本研究では、シカの生息密度が低く、林床をスズタケが覆っている森林と、シカの生息密度が高く、スズタケがほとんどみられない森林において、シカが実生の発生と生存に及ぼす影響を比較した。
2. 方法
調査は九州大学宮崎演習林内のモミ、ツガ、ミズナラ、ブナ、イタヤカエデなどが生育する冷温帯混交林で行った。宮崎演習林にはシカの生息密度が低く、林床をスズタケが覆っている森林（ササ区）と、シカの生息密度が高く、スズタケがほとんどみられない森林（ササ無区）が成立している。2003年4月に20mx20mのプロットをササ区、ササ無区のそれぞれに設置した。プロットは10mｘ20ｍの２つのサブプロット分けられ、１つはシカ防除ネットで囲み「ネット内」とし、囲まれてないサブプロットは「ネット外」とした。各サブプロットには1mｘ1ｍの実生調査枠を10個ずつ設置した。
 木本植物の実生の出現と消長を2003年4月から2006年まで4週間おきに記録した。2003年4月、2006年4月、2008年6月にササの幹数を数えた。林床の光環境の指標として全天写真を撮影し、開空度を算出した。地温は各処理区に2個ずつ温度センサーを設置し2003年の5月から10月まで測定した。林床の有機物層を20cmｘ20cmの範囲で2007年1月に採取した。試料は80℃で72時間乾燥し重量を測定した。落下種子をシードトラップ（開口面積0.5m２）を用いて２週間おきに2002年9月から2003年2月、2003年4月から12月まで収集した。
　開空度、日平均地温、有機物層の堆積量と含水率のプロット間、処理間での比較は２元配置の分散分析により行った。実生発生数の比較は一般化線形回帰モデルを用いた。発生実生の生存曲線をKaplan-Meier法を用いて推定した。プロット間、処理間の有意差はCox’s proportional hazards modelを用いて検定した。
3. 結果
ササ無区では、ネット設置後５年を経過してもササの回復は見られなかった。ササ無区では開空度が大きく、林床有機物の堆積量が少なく乾燥していた。また、日平均地温が高く、地温の日較差も大きかった。これらの環境条件はネットの内外で違いがなかった。

　実生の発生数はササ無区でササ区よりも多く、ネット内でネット外よりも多かった（図1）。落下種子数はササ区で多かった。実生の生存率はササ無区でササ区よりも高く、ネット内でネット外よりも高かった（図2）。
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4. 考察
ササ無区では落下種子数は少なかったが、実生発生数は多かった。この結果はシカの摂食によるササの消失は実生の発生数が増加するという間接効果を示唆する。ササの消失により林床に到達する光資源量が増加することは、落下種子や埋土種子の発芽を促進につながる。林床の有機物量が減少したのはササのリターの供給がなくなることに加えて、地温の増加により林床での有機物分解速度が増加したことによるかもしれない。これらのことと相まって実生の発生が促進したと考えられる。また同様の理由によりササの消失は実生の生存率を増加させたと考えられる。
　しかし、ネット内外での比較からは、ネット内での実生の発生数と生存率が高く、シカが明らかに実生の発生と生存を阻害していた。この相反する２つの結果は，実生の発生および生存に与えるササの負の影響がシカの摂食による影響と比して非常に大きいことによると考えられた。
引用文献
Itoh H., Hino T. (2005) Ecol Res 19:217–223

Kumar S., Shibata E. (2007) J For Res 12:306–311
Nakashizuka T. (1987) Vegetation 69:169–175

Rooney T. P.,  Walter D. M. (2003) For Ecol Manage 181:165–176
Takatsuki S. (1983) Jap J Ecol 33:17–25
Yokoyama S., Shibata E. (1998) For Ecol Manage 103:49–56

図2　実生生存率のササ区-ササ無区、　


　　　ネットの内外での比較。





図1　実生発生数のササ区-ササ無区、　


　　　ネットの内外での比較。バーは標


　　　準偏差を示す（ｎ=10）。








